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１．はじめに 

「越流対策型布製型枠工法による「粘り強い河川堤防」の越水に対する耐侵食性（1）」1）でも述べた通り,

近年の気候変動による降雨の激甚化・集中化により，全国の河川で治水施設の能力を超える洪水が多発してお

り，令和元年台風 19 号に伴う洪水では，全国の堤防決壊 142 箇所のうち越水が主要因となるものは 86%を占

めた 2).令和 4 年，堤防の越水に対する「粘り強い河川堤防」に関する技術の検討・評価のため，越水に対す

る性能の評価の目安となる外力は「越流水深 30cm に対して，越流時間 3 時間」とされた 3)． 

本論文では，表面被覆型である越流対策型布製型枠工法（植生被覆タイプ）を裏法面の被覆工とした実物大

の大型模型堤防で越水実験を行った結果による被覆工の変形と堤体の侵食状況（侵食防止効果）を報告する. 

２．実験概要 

２．１ 実験装置 

図-1 に示す土堤模型（天端幅 3.0m，堤防高 2.5m，基礎地盤高 1.0m，表・裏法面勾配 1：2.0，ドレーン工高

0.5ｍ）を構築した．  

被覆工の越流対策型布製型枠工法

（植生被覆タイプ）は化学繊維の袋体

にモルタルを注入することで，法面部

（植生基盤となるメッシュ部）とドレ

ーン工部（排水機能のあるフィルター

部）からなる平均厚10cmのコンクリー

ト被覆工と，メッシュ部からの吸い出

し防止と堤体への浸水を防ぐための透

気防水シートを敷設した多自然型表面

被覆工法である． 

越流対策型布製型枠工は抵抗力にな

らないように水路側壁と離して設置し，

透気防水シートの端部は水路壁に立ち

上げ仮固定した．越流対策型布製型枠工

の仕上がり後，天端保護工（アスファルト表層 5cm 厚，砕石路盤層 15cm）および堤防用法肩ブロックの設置

を行った. なお，弱部となる堤防縦断方向の接合部を評価するため，透気防水シート（接着幅 10cm）は図-2

のように実験水路幅に 2 ラインとなるように敷設し，越流対策型布製型枠（突合せ）は図-3 のように実験水

路幅中央になるように設置した. 

２．２ 実験方法 

越流水深 30 ㎝になるまで一定速度で水位を上昇させた後，水位を一定に保ち，越水開始し 1 時間経過後に

一旦越水を止め，被覆工の状態と基礎地盤およびドレーン工境界部の侵食状況を確認し，レベル測量により被

覆工と基礎地盤の変位量を図-4に示す測定位置（天端中央，裏法法肩，裏法中央，裏法法尻，法尻水平および

基礎地盤）で計測した．なお，越水開始前の状態も計測し，測定位置（裏法法肩，裏法中央，裏法法尻）は被 
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覆工を設置する前の状態も計測した． 

侵食状況を確認（計測）後は再び同

条件で越流させ連続的に次の実験を

行い，累計 3時間以上の越水実験を実

施した．越水実験状況を図-5に示す. 

越水実験後に被覆工を撤去して堤

体の侵食状況を確認し，測定位置（裏

法法肩，裏法中央，裏法法尻）でレベ

ル測量により被覆工背面の堤体にお

ける変位量を計測した．また，実験前後における堤体

土の引張破壊応力も確認した． 

３．実験結果 

 被覆工と基礎地盤の各測定位置でのレベル計測結

果を図-6 に，実験後の被覆工の状況を図-7 に示す．

被覆工の変位はほとんどなく，堤体は被覆工によっ

て被覆された状態が維持され，堤防天端高さが維持

されている状態を確認した．被覆工の法尻水平部（ド

レーン工）より下流の基礎地盤は洗掘されたが，被覆

工の法尻水平部（ドレーン工）下の吸い出しやドレー

ン工の変状も確認されなかった．また，被覆工の弱部

となる堤防縦断方向の接合部からの吸い出しも確認

されなかった． 

被覆工撤去後の堤体の状況を図-8 に，被覆工背面

の堤体における各測定位置でのレベル計測結果を図-

9 に示す．被覆工背面の堤体における実験前後の変位

はほとんどなく，目視においても越流水による侵食

痕や洗堀痕は確認されなかった．  

また，堤体土の引張破壊応力については、越水実験

前は平均 1.56kN/m2(15.9gf/cm2)であり，越水実験後は

1.31 kN/m2 (13.4 gf/cm2)であり，越水実験前後の引張

破壊応力の変化はほとんど確認されなかった． 

４．まとめ 

本実験により，越流対策型布製型枠工法（植生被覆

タイプ）による表面被覆型の構造は，本実験条件下に

おいて被覆工の変形もなく，堤体の侵食も確認され

なかった．本構造は 30cm の越流水深に対して，越流時間 3 時間という外力に対して越水に対する性能を維持

しているとともに，堤体に影響を与えるものではないことを確認した．  
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図-9 レベル計測結果（被覆工背面の堤体変位） 

図-6 レベル計測結果（被覆工と基礎地盤の変位） 


